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第６部－第２ 子育て支援の充実 
 

Ⅰ 基本的な考え方 

 

 厚生労働省の２００６年人口動態統計で、一人の女性が一生の間に生む子どもの平均数を示す「合

計特殊出生率」が１．３２となり、やや上向いたとはいえ、いまだ少子化の傾向は続くと考えられます。そ

うした状況の中、少子化の流れを変えるための施策が国を挙げて求められており、平成１５年７月に

「次世代育成支援対策推進法」が制定され、自治体・企業に対して、地域における子育て支援などの

計画の策定が義務付けられました。市では、平成１６年１２月に「次世代育成支援行動計画 ２０１０」を

策定し、いきいきと子どもが輝く教育･子育てのまちづくりをめざしています。 

 平成１９年９月現在の市内の年少人口（０～１４歳）比率は１２．１％であり、人数、構成比とも増加し

ています。また、就労形態の多様化、女性の就労の増加などにより、保育園の入所希望者が増えてい

ます。待機児童数についても、市ではこの間、公設民営保育園や認証保育所の開設を行ってきました

が、解消には至っておりません。今後も多様な保育ニーズへの対応、待機児童の解消に向けて、施設

の機能拡充に加え、民間保育所・認証保育所の開設支援等を引続き行います。学童保育所について

は、改修箇所を増やして、定員の増加を図ります。 

 また、少子化、核家族化の進行により、親が子育てについて不安や悩みを抱える場合も多く、また乳

幼児への虐待が深刻化するなど、在宅子育て支援への対策が急務となっています。このようなことから、

平成１４年４月に下連雀４丁目に子ども・子育て支援の中核施設「すくすくひろば」を開設しました。子

育てをしている家庭を支援するため、「すくすくひろば」に続く２か所目の子ども家庭支援センターとなる

「のびのびひろば」と、長時間保育や一時保育機能を持つ公設民営の三鷹駅前保育園により、多様化

するニーズに多面的に対応できる施設が整備されました。今後は、各施設の運営の充実を図るととも

に、在宅子育て支援として、子育て相談や親子のネットワークづくりのきっかけとなるよう、ひろば機能

の地域展開を進めていくため、出前ひろば事業や一時保育等の拡充により、地域における子ども・子

育て支援を充実させます。 

 さらに、子ども家庭支援センターを軸とした子育て相談事業の拡充や、子どもの相談に関する総合的

なネットワーク機能を充実させていくとともに、育児支援ヘルパー事業等の在宅子育て支援、保育園・

学童保育所・児童館などの充実、ひとり親家庭の支援、保育園と幼稚園の連携などにより、施策の総

合化と充実を図っていくため、「子ども・子育てビジョン（仮称）」を策定します。 

 

Ⅱ まちづくり指標 

 

行  政  指  標 

 

計画策定時の状

況(平成１２年) 
前期実績値 

(平成１５年) 
中期実績値 

(平成１８年) 

目標値 

(平成２２年) 

保育園待機児童数の減少 
１８３人 
（４月１日） 

２３４人 
（４月１日） 

１５７人 
（４月１日） 

０人 

 
協  働  指  標 計画策定時の状

況(平成１２年) 

前期実績値 

（平成１５年） 
中期実績値 

(平成１８年) 

目標値 

(平成２２年) 

保育園・認証保育所における保育定員

数 

 
１，８５４人 ２，１１８人 ２，３４０人 

 保育園の待機児童数と保育定員数を示す指標です。市立幼稚園廃園後の施設の活用や、民間保育所等の開設

支援、連携により、平成１９年４月１日現在で１２１人だった待機児童をなくすことをめざします。 
 

行  政  指  標 計画策定時の状

況(平成１２年) 

前期実績値 

（平成１５年） 
中期実績値 

(平成１８年) 

目標値 

(平成２２年) 

ファミリー・サポート・センター事業の利用

件数 

 
６，９７１件 １０，４６１件 １１，０００件

 ファミリー・サポート・センターが行う事業を利用した件数の指標です。子育て中の保護者の支援と地域における

子育て機能の強化をめざします。 
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Ⅲ 施策・主な事業の体系 
 

１ 計画の整備 

（１）「次世代育成支援行動計画２０

１０」の推進 

◎ ①「次世代育成支援行動計画２０１０」の推進 

（「第６部－第１ 子どもの人権の尊重」参照） 

（２ ） 「子ども・子育てビジョン（仮

称）」の策定 

◎ ①「子ども・子育てビジョン（仮称）」の策定 

 

２ 子育て相談事業の拡充 

 

（１）子育て相談事業の拡充 ◎ ①子ども家庭支援センター(すくすくひろば・のびのびひろば)での相

談事業の拡充 

 ◎ ②保育園機能の地域での活用 

 ◎ ③インターネットを活用した子育て相談の充実 

（２）ひとり親家庭への相談の充実  ①相談体制の整備 

  ②児童訪問援助事業（ホームフレンド事業）の検討 

※ ①地域子育て支援拠点整備の検討 

※ ②子育て支援情報の提供 

（３）子育て支援総合コーディネート

機能の強化 

 ※ ③親支援プログラムの展開 

 

３ 待機児童の解消への取り組み 

 

◎ ①保育園の改修・建替え等による保育定員の拡充 （１）待機児童の解消への取り組み 

◎ ②民間保育所の開設 

 ◎ ③認証保育所の開設 

  ④認定子ども園との連携の検討 

  ⑤家庭福祉員（保育ママ）の拡充 

  ⑥幼稚園の預かり保育拡充 

４ 在宅の子育て支援の充実  

（１）一時保育等の拡充  ①緊急一時保育の拡充 

  ②一時保育の拡充 

  ③子どもショートステイの充実 

  ④ファミリー・サポート・センター事業の展開 

（２）親子交流事業の拡充 ※ ①保育園地域開放事業の充実 

 ※ ②ＮＰＯ等との連携 

  ③子育てひろば事業の拡充 

  ④男性の育児参加の推進 

  ⑤三世代交流の推進 

 ①保育園での地域の子育て拠点機能の充実 

 ②地域の子育てグループの育成 

（３）地域における子育てグループ

の育成 

 ③ファミリー・サポート・センター事業充実のための子育てボランティ

ア育成と地域活動の推進 

※ ①北野ハピネスセンター幼児部門の移転の検討 

（「第５部－第３ 障がい者福祉の充実」参照） 

（４）障がい児療育の拡充の検討 

 

※ ②発達障がい児への支援の充実 

（「第５部－第３ 障がい者福祉の充実」参照） 

 

５ 保育サービスの充実 

 

（１）保育内容の充実 ◎ ①延長保育実施園の拡大 

 ◎ ②保育園の耐震化の推進 

 ※ ③病児保育事業の充実 

※ ④働き方に即した保育サービスの提供  

※ ⑤セーフティーネットの機能確保 
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※ ⑥保育の質の確保  

※ ⑦第三者によるサービス評価の実施と支援 

※ ⑧市立保育園における食育の推進 

 ⑨産休明け保育等への対応 

 

 ⑩年末保育の実施 

（２）障がい児保育の充実 ※ ①障がい児保育の充実 

（３）民間保育所等の支援  ①私立保育園への助成 

  ②認証保育所、認可外保育室等への助成 

◎ ①私立幼稚園と保育園との機能連携の研究 

(「第６部－第３ 魅力ある教育の推進」参照) 

（４）私立幼稚園との連携 

 ②私立幼稚園の預かり保育に係る助成制度のあり方の検討 

（５）効率的な保育園の運営 ※ ①市立保育園の効率的な運営の検討とその実施 

 ※ ②公設民営保育園の運営の充実 

（６）財源の確保と費用負担のあり  ①公平な費用負担のあり方の検討 

方の検討  ②認証保育所、認可外保育室利用者への助成の検討 

 

６ 児童青少年の活動支援 

  

（１）地域子どもクラブ事業の拡充 ◎ ①地域子どもクラブ事業の拡充 

（「第６部－第４ 安全で開かれた学校環境の整備」参照） 

（２）学校開放の充実・整備  ① 学校開放の充実・整備 

（「第６部－第４ 安全で開かれた学校環境の整備」参照） 

（３）児童館の充実 ※ ①東西児童館の特色ある運営 

 ※ ②すくすくひろば・学童保育所・地域子どもクラブ等との連携 

 ※ ③中学生・高校生への支援 

◎ ①学童保育所の整備 （４）学童保育所の充実 

 ②児童館・地域子どもクラブ等との連携 

  ③学童保育所定員等の適正な設定の検討 

  ④障がい児受け入れ人数拡充の検討 

（５）社会参加の促進  ①子ども議会の開催 

  ②地域活動への参加促進 

  ③学校教育との連携 

(｢第６部－第３ 魅力ある教育の推進｣参照) 

（６）文化芸術活動への支援  ①児童青少年の芸術文化活動への支援 

（「第７部－第３ 芸術・文化のまちづくりの推進」参照） 

 

７ひとり親家庭の支援 

 

（１）日常生活の支援  ①自立支援の拡充 

  ②日常生活の援助 

  ③養育の支援 

  ④ひとり親医療費助成の充実 

（２）母子生活支援施設の建替え ◎ ①母子生活支援施設の建替え 

 

８母子保健・医療等の推進 

 

（１）疾病予防・健康増進事業の推進  ①乳幼児健康診査･予防接種の実施 

◎ ①虐待防止と親の心のケア 

※ ②産前・産後の母子育児支援 

※ ③育児支援ヘルパー事業の実施 

 ④健康教育･相談･訪問事業の推進 

 ⑤助産師会･児童相談所･子ども家庭支援センター・北野ハピネスセ

ンター等関係機関との連携 

（２）妊娠・出産・育児に関する家族

支援 

 ⑥両親学級の充実等による育児支援 
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（３）小児夜間診療体制の構築  ①小児初期平日準夜間診療事業の推進 

（４）乳幼児医療費助成の充実 ※ ①乳幼児医療費助成の充実 

（５）義務教育就学児医療費助成の

実施 

※ ①義務教育就学児医療費助成の実施 

（６）児童手当の拡大  ①児童手当の拡大 

 

９推進体制の整備 

 

（１）子ども家庭支援ネットワークの

推進 

◎ ①子ども家庭支援ネットワークの推進 

(「第６部－第１ 子どもの人権の尊重」参照) 

（２）「保育関係者等懇談会（仮称）」

の設置 

 ①「保育関係者等懇談会（仮称）」の設置 

 

 
 
Ⅳ 主要事業（◎で示しています） 
 

１－（２）－① 「子ども・子育てビジョン（仮称）」の策定 

 市がこれまで取り組んできた子ども・子育て支援に関する施策の達成状況や課題を十分に把握する

中で、子ども・子育て支援に関する今後の施策の指針となる、「子ども・子育てビジョン（仮称）」を策定

します。「子ども・子育てビジョン（仮称）」は、三鷹の教育のめざすべき方向性を示した「教育ビジョン」と

の相互補完関係を持ち、主に０歳から就学前を中心に、子ども・子育てに関する施策の重点化や施設

の整備・充実についての方向性を示すものとなるよう検討します。 

（市・市民・関係機関・関係団体・ＮＰＯ等） 

 

計画期間（平成２２年）

の目標 

後     期  

 

中期達成状況

（１８年度末） 

１９ ２０ ２１ ２２ 

「子ども・子育てビジョン（仮

称）」の策定 
策定 調査・研究 

調
査
・ 

研
究 

 

策
定 

 

 

２－（１）－① 子ども家庭支援センター(すくすくひろば・のびのびひろば）での相談事業の拡充 

２－（１）－② 保育園機能の地域での活用 

２－（１）－③ インターネットを活用した子育て相談の充実 

 子ども家庭支援センターでの相談事業を拡充するとともに、保育園の地域化事業の充実やインター

ネットの活用により、子育てについて一人で悩まない仕組みづくりと、児童虐待等の深刻化を未然に防

止するためのファミリー・ソーシャルワークを基礎とした事業拡充を行います。  （市・市民・関係機関） 

 

計画期間（平成２２年）

の目標 

後     期  

 

中期達成状況

（１８年度末） 

１９ ２０ ２１ ２２ 

子ども家庭支援センター（すく
すくひろば・のびのびひろば）
での相談事業の拡充 
 

推進 実施 

推
進 

   

ファミリー・サポート・センター
事業の展開 
 

推進 実施 
推
進 

   

インターネットを活用した子育
て相談の充実 
 

推進 実施 
推
進 

   

 

 



 196

３－（１）－① 保育園の改修・建替え等による保育定員の拡充 

 多様化する保育ニーズに対応し、待機児童を解消するため、公設民営化による整備を含め、公私立

保育園の新規開設及び建替えに伴う保育定員３２０人の拡充を行いました。平成２０年度に向けては、

さらに市立こじか保育園（仮称）と私立弘済保育園（仮称）の新規開設等により、保育定員拡大を図り

ます。                                            （市・都・関係団体・民間） 
 

計画期間（平成２２年）

の目標 

後     期  

 

中期達成状況

（１８年度末） 

１９ ２０ ２１ ２２ 

公私立保育園における改修・
建替え等による保育定員の拡
充 

開設・待機児童の解消
新規開設４園 
定員拡充４園 

３
園 
３
園 

 

１
園 

 

３－（１）－② 民間保育所の開設 

３－（１）－③ 認証保育所の開設 

 多様化する保育ニーズに対応し、待機児童を解消するため、民間保育所、認証保育所等の開設支

援などによる民間活力の導入を進めていきます。             （市・関係機関・民間・ＮＰＯ等） 
 

計画期間（平成２２年）

の目標 

後     期  

 

中期達成状況

（１８年度末） 

１９ ２０ ２１ ２２ 

民間保育所・認証保育所等の
開設支援 

開設・待機児童の解消
 
新規開設５園 
 

１
園 

１
園 

１
園 

１
園 

 

５－（１）－① 延長保育実施園の拡大 

 多様化する保育ニーズに対応するために、延長保育実施園の拡大に努めます。 

（市・関係機関・民間） 
 

計画期間（平成２２年）

の目標 

後     期  

 

中期達成状況

（１８年度末） 

１９ ２０ ２１ ２２ 

延長保育実施園の拡大 
公立保育園全園での
延長保育実施 

９園実施 

  

１
園 

１
園 

 

５－（１）－② 保育園の耐震化の推進 

７－（２）－① 母子生活支援施設の建替え 

 耐震改修促進法や公共施設の計画的な維持･保全を行う「ファシリティ・マネジメント」の確立に向け

て行われている耐震診断調査の結果を踏まえ、保育園施設の耐震化を計画的に進めていきます。 

 複合施設である中央保育園及び母子生活支援施設については、築３７年が経過し老朽化が進んで

いることから、施設の安全性確保に向けての早期対応が必要であると判断し、速やかに仮園舎及び仮

施設の建設を行うとともに、新施設の整備計画を早急にまとめ、平成２１年度末を目途に整備を行い

ます。                                            （市・都・関係団体・民間） 
 

計画期間（平成２２年）

の目標 

後     期  

 

中期達成状況

（１８年度末） 

１９ ２０ ２１ ２２ 

中央保育園及び母子生活支
援施設の建替え 
（事業費：約７億６千万円） 

整備 調査・検討 
調
査
・ 

計
画 

設
計
・ 

工
事 

完
成 
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保育園の耐震化の推進 耐震化 調査・検討 
耐
震
化

の
推
進 

   
 
６－（４）－① 学童保育所の整備 

 学童保育所については、待機児童の解消や児童一人あたりの適正な保育面積の確保など地域ごと

の実情に沿った運用について検討し、改修・整備等を進め、充実に努めます。 （市・関係団体・民間） 
 

計画期間（平成２２年）

の目標 

後     期  

 

中期達成状況

（１８年度末） 

１９ ２０ ２１ ２２ 

学童保育所の整備 

（事業費：約３億４千万円） 
１０か所の改修 

三小・南浦小・

一小・東台小・

高山小 

２
か
所 

１
か
所 

１
か
所 

１
か
所 

 

８－（２）－① 虐待防止と親の心のケア 

 虐待の問題を家族単位でとらえて相談・支援を行うファミリー・ソーシャルワークの視点に立ち、虐待

を受けている子どもへの支援だけではなく、虐待をさせないための、親への支援とサポートを充実する

とともに、特に親の心のケアに関する事業を推進します。             （市・関係機関・ＮＰＯ等） 
 

計画期間（平成２２年）

の目標 

後     期  

 

中期達成状況

（１８年度末） 

１９ ２０ ２１ ２２ 

虐待防止と親の心のケア 推進 実施 
推

進 

   

 
Ⅴ 新規・拡充事業（※で示しています 
 

２－（３）－① 地域子育て支援拠点整備の検討 

２－（３）－② 子育て支援情報の提供 

２－（３）－③ 親支援プログラムの展開 

 在宅の子育て支援を強化するため、拠点の地域展開を検討します。また、子ども家庭支援センターを

拠点に、相談からサービス提供まで包括的に子育て支援サービスが提供できるよう、子育て支援サー

ビスの総合コーディネート機能を強化します。また、相談・具体的サービス提供の事業主体について柔

軟な体制の検討を進めます。                          （市・市民・関係機関・ＮＰＯ等） 

 

４－（２）－① 保育園地域開放事業の充実  

 子育て不安の解消のため、保育園の地域開放を拡充するとともに、地域で子育てしている親子を対

象とした地域子育てグループ育成事業など、保育園の専門的な機能を活かした事業を実施します。 

（市・市民） 

 

４－（２）－② ＮＰＯ等との連携 

 ＮＰＯ等が運営する、親子交流事業との連携を検討します。      （市・市民・関係団体・ＮＰＯ等） 

 

５－（１）－③ 病児保育事業の充実 

病後のため保育園等に預けられない子どもを対象とした病児支援を推進します。 

（市・市民・関係機関） 

 

５－（１）－④ 働き方に即した保育サービスの提供 

５－（１）－⑤ セーフティーネットの機能確保 

 利用者の生活実態及びニーズ等を踏まえ、多様化する保育ニーズに合ったサービスの提供を推進し
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ます。また、養育困難家庭やひとり親家庭の優先入所等福祉的ニーズに対応する機能を確保します 

（市・関係機関） 

 

５－（１）－⑥ 保育の質の確保 

 公立保育園の保育士等が培ってきた保育ノウハウや保育のガイドライン（平成１６年度策定）を活用

しながら、市全体の保育水準の維持向上を図ります。                           （市） 

 

５－（１）－⑦ 第三者によるサービス評価の実施と支援 

 利用者満足度の把握及び利用者の声を反映できる仕組みを検討し、第三者機関によるサービス評

価システムの普及定着に向けて、サービス提供事業者への支援を推進します。       （市・民間） 

 

５－（１）－⑧ 市立保育園における食育の推進 

 保育園における「食」環境の整備を推進していくため、アレルギー食対応の充実をさらに図っていくと

ともに、離乳時期の対応を強化する等、食育の推進に努めます。                    （市） 

 

５－（２）－① 障がい児保育の充実 
 障がいを持つ子も持たない子も共に育ちあい豊かな社会性を育むため、０歳から就学前の児童を対

象に、公私立保育園において集団保育を行うとともに北野ハピネスセンターを始めとする関係諸機関と

連携を取りながら、障がい児保育の充実に取り組みます。          （市・関係機関・関係団体） 
 

５－（５）－① 市立保育園の効率的な運営の検討とその実施 

５－（５）－② 公設民営保育園の運営の充実 

 経営主体等のあり方を含め、市立保育園の効率的な運営のあり方を検討・実施します。公設民営保

育園については、地域の子育て支援の拠点となる保育園として運営を充実させます。   （市・民間） 

 

６－（３）－① 東西児童館の特色ある運営 

６－（３）－② すくすくひろば・学童保育所・地域子どもクラブ等との連携 

６－（３）－③ 中学生・高校生への支援 

 東西児童館の特色ある活動を推進するとともに、中学生・高校生の自主的な活動への支援も行いま

す。                                          （市・市民・関係機関・ＮＰＯ等） 

  

８－（２）－② 産前・産後の母子育児支援 

 一貫した支援体制のもとに誰もが安心して子どもを産み育てることができるよう、公費負担による妊

婦健康診査の拡充を図るとともに、妊婦・新生児訪問などの充実を図り、母親の心の健康支援事業を

推進します。                                       （市・関係機関・関係団体） 

 

８－（２）－③ 育児支援ヘルパー事業の実施 

 養成講座を受け登録したヘルパーや助産師が、出産後間もない家庭や、育児ストレス等で他の子育

てサービスを利用し難い家庭を訪問して、身の回りの世話や育児を行い、産褥婦と新生児の援助をし

ます。                                                     （市・市民） 
 

８－（４）－① 乳幼児医療費助成の充実 

 乳幼児の保護者の経済的負担を軽減するため、所得制限を緩和し、乳幼児医療費助成の拡充を図

ります。                                                        （市） 

 

８－（５）－① 義務教育就学児医療費助成の実施 

 義務教育就学児の保護者の経済的負担を軽減するため、医療費の一部を助成し、児童の健やかな

育成を支援します。 

                                                   （市） 


